
阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

人
口
15
万
人
の
ユ
ー
ト
ピ
ア（
理
想
郷
）を
!! 

～

　

今
、
市
役
所
の
北
に
は
淡
路
島
、

東
に
は
和
歌
山
県
の
山
並
が
見
え

ま
す
。
ま
さ
に
指
呼
の
間
で
す
。

四
国
最
東
端
の
わ
が
市
な
ら
で
は

の
光
景
で
す
。

　

本
年
３
月
に
、
阿
南
市
、
那
賀

町
、
美
波
町
、
牟
岐
町
、
海
陽
町
、

県
南
の
１
市
４
町
が
一
体
と
な
る

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
等
を
締
結

し
、
来
年
４
月
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
連
携
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
全
国
的
な
人
口
減
少

社
会
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
が
地
方
創
生
と
い
う
知
恵
を
絞

り
、
合
併
は
し
ま
せ
ん
が
同
じ
郷

土
愛
を
持
ち
、
一
つ
の
家
族
の
よ

う
に
協
力
し
て
い
こ
う
と
い
う
新

た
な
施
策
で
す
。
具
体
的
に
は
、

病
院
の
カ
ル
テ
の
共
有
や
、
図
書

館
の
共
同
利
用
な
ど
今
ま
で
の
行

政
同
士
の
垣
根
を
取
り
払
い
、
緩

や
か
な
連
帯
を
図
っ
て
い
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

今
ま
で
、
阿
南
市
（
Ａ
）
は
、

高
知
県
の
室
戸
市
（
Ｍ
）
と
安
芸

市
（
Ａ
）
と
連
携
し
、
四
国
東
南

海
岸
１い

８や

４し

㎞
、「
癒
し
の
Ａ
Ｍ

Ａ
ロ
ー
ド
」
と
銘
打
ち
、
県
境

を
越
え
た
広
域
観
光
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ

の
間
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
龍
馬
伝
」

に
よ
る
安
芸
市
の
岩
崎
弥
太
郎

生
家
の
存
在
や
、
室
戸
市
の
ジ

オ
パ
ー
ク
認
定
な
ど
一
定
の
成

果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の

不
便
さ
や
両
県
に
ま
た
が
る
意

思
疎
通
の
弱
点
な
ど
今
後
の
課

題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

参
考
図
の
よ
う
に
、
徳
島
県

南
部
と
高
知
県
東
部
の
14
市
町

村
が
一
体
と
な
れ
ば
人
口
15
万

人
の
圏
域
が
確
立
さ
れ
ま
す
。

こ
の
地
域
で
、
阿
南
の
足
利
公

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
金
32
万
４
８
８
２
円

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
様

か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

協
定
」
に
基
づ
き
、
阿
南
市
の

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
の
資

金
と
し
て

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

方
か
ら
、
高
知
に
お
け
る
幕
末
維
新

明
治
初
期
ま
で
の
歴
史
街
道
を
つ
く

れ
な
い
か
？
そ
し
て
離
島
の
自
治
体

を
除
け
ば
自
殺
率
が
日
本
一
低
い
旧

海
部
町
（
現
海
陽
町
）
を
真
ん
中
に

す
る
、
生
き
心
地
の
良
い
地
域
と
し

て
、
全
国
発
信
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
15
万
人
の
四
国

東
南
部
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー

は
私
た
ち
の
阿
南
市
で
す
。
阿
南
市

に
、
高
度
医
療
の
病
院
と
、
十
分
な

買
い
物
が
で
き
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
そ
し
て
学
習
の
機
会
を
与

え
る
充
実
し
た
学
校
を
、
よ
り
一
層

整
え
る
こ
と
で
、
人
口
は
少
な
く
と

も
幸
福
の
多
い
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
創
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

夢
物
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
足
元
か
ら
幸
せ

を
つ
く
り
出
す
努
力
を
し
て
い
け
ば

き
っ
と
叶
う
本
当
の
物
語
と
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ふ
る
さ
と
活
性
21
活
動
補
助
金

事
業
申
請
の
受
付

　

こ
の
事
業
は
地
域
の
活
性
化
や

特
色
あ
る
地
域
お
こ
し
活
動
等
を

実
施
す
る
団
体
を
支
援
す
る
補
助

金
制
度
で
す
。

対
象
事
業

▼
独
自
性
・
創
造
性
に
富
み
将
来

的
に
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
事
業

▼
伝
統
文
化
の
継
承
と
新
し
い
地

域
お
こ
し
事
業

▼
地
域
活
性
化
の
た
め
の
ソ
フ
ト

事
業

▼
環
境
改
善
の
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業

▼
地
域
づ
く
り
の
人
材
育
成
を
め

ざ
し
た
事
業

申
請
方
法　
交
付
申
請
書
（
公
民

館
ま
た
は
生
涯
学
習
課
に
備
え
付

け
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

公
民
館
ま
た
は
生
涯
学
習
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

※
交
付
の
可
否
等
は
、
７
月
中
旬

に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

平
成
28
年
度

青
年
就
農
給
付
金
事
業

「
経
営
開
始
型
」に
係
る

申
請
者
の
募
集
に
つ
い
て

　

就
農
し
て
か
ら
の
期
間
が
短
く

経
営
が
不
安
定
な
時
期
の
新
規
就

農
者
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
独
立
就

農
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
、

最
長
５
年
間
給
付
金
を
給
付
す
る

事
業
へ
の
申
請
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

要
件　
45
歳
未
満
の
独
立
・
自
営

就
農
す
る
方
で
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
認

定
新
規
就
農
者
で
あ
る
こ
と
等
の

要
件
を
満
た
し
、
か
つ
農
林
水
産

課
備
え
付
け
の
申
請
書
類
に
必
要

書
類
を
添
え
て
提
出
し
承
認
さ
れ

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
間　
５
月
27
日
㈮
ま
で

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林

水
産
課
企
画
係
（
☎
22

－

１
５
９

８
）
へ

阿南市

那賀町

牟岐町
海陽町

馬路村

室戸市

鯨の道

安芸市
東洋町

北川村
芸西村

奈半利町

安田町
田野町

美波町

四国東南部の人口（平成27年国勢調査）
人口（人） 人口（人）

徳　島　県 756,063 高　知　県 728,461
1 阿 南 市 73,100 1 室 戸 市 13,523
2 那 賀 町 8,407 2 安 芸 市 17,602
3 牟 岐 町 4,260 3 東 洋 町 2,583
4 美 波 町 7,101 4 奈半利町 3,285
5 海 陽 町 9,285 5 田 野 町 2,734
徳島県南部（A) 102,153 6 安 田 町 2,636

7 北 川 村 1,294
四国東南部
(A+B) = 150,482

8 馬 路 村 822
9 芸 西 村 3,850
高知県東部（B) 48,329

四国東南部の地図
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